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 琴羽海様が、民踊コンサートに来てくださいました。 

「炭坑節」や「長崎ぶらぶら節」等、昔ながらの歌に懐かしみを感じながら、自ら

手を上げ踊ったり、歌ったりと入居者様、利用者様はもちろん私たち職員も一緒に

楽しく踊らせて頂きました。「あ～、楽しかった！良かったね～」との声がたくさん

聞かれていました。 

琴の浦荘ではおなじみとなりました「M&Mシスターズ」様が今月も慰問に来て

くださいました。今回は「春風薫るコンサート」と銘打ち入居者様、利用者様には

おなじみの「花」、「北国の春」など春の歌を中心に歌っていただきました。 

「もってこーい！！」の掛け声にアンコールまでしていただき、45 分程のコン

サートは笑顔と大歓声につつまれていました。 

２月 21 日（日） 

琴海文化センターで開催された「私たちの故郷『琴海』に文化の風を起こそう。

住民の手で！！」との思いで始まった『第１５回 すいとるコンサート』を鑑賞する

為、デイサービスの利用者様が外出されました。普段聴けないステージでの演奏と、

楽しい演出に自然と笑みがこぼれておられました。 

2 月 15日（月） 

２月 2４日（水） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 5 回介護・医療連携推進会議を開催しました。4 月より開始した定期巡回サー

ビスの一年間の取り組みと自己評価・外部評価について報告し、今年度の振り返りを

いたしました。グループワークではご参加いただいた方々からサービスに対する貴重

なご意見をいただき、「サービスの主体は誰なのか」「サービスの目的は何なのか」再

確認できました。次年度に繋げる会となりました。 

 

2 月 27 日(土) 
２月３日（水） 

仮装した行列が家々を巡り「鎮守府の将軍～」で始まる口上で福を願う。 

琴海地区に住まわれている皆様には節分といえばおなじみの光景です。 

代々受け継がれてきた伝統行事をささやかながら施設とデイサービスで開催させて

いただきました。「もっともーもっともー」の掛け声を一緒に唱和して下さる入居者

様もおられ、大変盛りあがりました。福の神御一行が回っていると、普段真面目な職

員が、面白おかしく衣装をまとって口上を述べる姿に、笑いが起きておりました。 

「今でも子供達の来てくれる」「うちの孫も今日するらしか」と、利用者様同士で地

域の話題で盛り上がっておられました。 

 毎年、開催されている南長崎クリニック院内研究発表大会に参加させて頂きました。

琴の浦荘からは、居宅支援事業所より「地域とのつながりを求めて」、訪問介護事業所

より「定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスをはじめて」と題して発表して参

りました。見事、居宅支援事業所がベストプレゼン賞を頂く事ができました。今後も

地域の方のお役に立てるよう、日々精進して参ります。 

2月18日（月） 

（木） 


